
通 期 の 見 通し（2017年3月期）製 品 情 報

売上収益

長期収載品は後発医薬品使用促進策の影

響による売上減少が予想されますが、「オプ

ジーボ点滴静注」の売上が大きく増加する見

込みであり、また「フォシーガ錠」や「オレンシ

ア皮下注」などの主要新製品の売上拡大を

見込んでおり、通期の売上収益は、前期比

987億円（61.6％）増の2,590億円を予想

しています。

営業利益

売上原価は「オプジーボ点滴静注」の売上増

に伴い増加する見込みです。研究開発費は経

費の効率的な活用を進めるものの、オプジーボ

関連費用が増加する見込みです。また、販売

費及び一般管理費もオプジーボ関連の活動

経費や安全性情報管理に関わる経費の増加

が見込まれることから、通期の営業利益は、前

期比420億円（137.6％）増の725億円を予

想しています。

税引前当期利益

低金利が長期化しており、金融収支を前期比

3億円減少の25億円と見込んでおり、通期の税

引前当期利益は、前期比417億円（125.4％）

増の750億円を予想しています。

親会社の所有者に帰属する当期利益

税引前当期利益の増加に伴い法人税等の税

金費用の増加が見込まれます。その結果、通

期の親会社所有者帰属分の当期利益は、前

期比308億円（123.4％）増の558億円を予

想しています。

2,590億円  前期比 61.6％増 725億円  前期比 137.6％増

750億円  前期比 125.4％増 558億円  前期比 123.4％増

製 品 名
2015年度
売上高（実績）
（億円）

2016年度
売上高（見込み）
（億円）

対前期
増減率

オプジーボ点滴静注
グラクティブ錠
オパルモン錠
リカルボン錠
オレンシア皮下注
イメンド／プロイメンド
リバスタッチパッチ
フォシーガ錠
オノンカプセル
オノアクト点滴静注用
ステーブラ錠
オノンドライシロップ
フオイパン錠
キネダック錠
カイプロリス点滴静注用

212
314
227
113
80
95
78
43
90
57
52
56
52
41
－

+495.7%
△6.1%
△22.9%
+1.8%
+43.5%
+5.6%
+14.9%
+98.9%
△27.4%
+13.9%
△3.2%
△19.7%
△22.4%
△26.6%

（2016年8月発売）

1,260
295
175
115
115
100
90
85
65
65
50
45
40
30
20

当第２四半期
売上高（実績）
（億円）

対前年同期
増減率

533
148
88
56
54
50
44
36
30
27
24
18
20
16
2

+1,714.0%
△7.4%
△25.9%
△0.7%
+46.1%
+4.8%
+13.3%
+118.4%
△25.6%
△3.4%
△7.9%
△25.5%
△27.0%
△29.7%

（2016年8月発売）

主な製品の売上高の状況と見込み

本年8月に、多発性骨髄腫治療剤「カイプロリス®点滴静注用」

を新発売しました。本剤は、細胞内に存在する酵素複合体であ

るプロテアソームに対して高い選択性を有するプロテアソーム

阻害剤です。プロテアソームは細胞の増殖、分化および機能的

細胞死を制御しており、このプロテアソームを阻害することで骨

髄腫細胞の機能的細胞死を誘導します。多発性骨髄腫は血液

がんの一種で、治療法は複数存在しますが、寛解と再発を繰り返しながら進行し、既存の治療が効か

なくなる難治性の病状に移行する場合も少なくないことから、新たな治療薬の開発が期待されていま

した。カイプロリスは、多発性骨髄腫の患者さんおよびご家族に貢献できるものと考えています。

多発性骨髄腫治療剤「カイプロリス®点滴静注用」新発売
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